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資料３－３ 

 

希少種・固有種の生育状況調査結果概要について 

 
 
 
１．調査の概要 

平成 23･24 年度に始めた希少植物･固有植物の分 

布･生育状況モニタリングの２回目を実施した。 

調査実施箇所は、南部から北東部を中心に、第１ 

回調査で継続してモニターすることとした調査区 

とヤクシカが好きなツルランやガンゼキラン等が確 

認されたその他調査区など計 54 地点とした。 

 

 

２．世界遺産モニタリング計画での位置づけ 

（１）管理目標 植生の垂直分布に代表される貴重な生態系が維持されていること 
（２）評価項目 生物多様性が維持されていること 
（３）モニタリング項目 希少種・固有種の分布状況の把握 
（４）評価指標 林床部の希少種・固有種の分布・生育状況 
（５）評価基準 希少種・固有種の生育地・生育個体数が減少していないこと 
 
 
３．調査結果 

（１）調査方法 
   第１回調査時に設定した調査区（20×20m）で 

同様の方法、時期、対象種(241 種)で調査を行い、 
右表の内容を記録した。 

 
 
 
（２）調査対象種の確認状況 
   今回調査で、67 種の調査対象種を確認した（表）。第１回調査で確認した 68 を含め 

ると、確認種数は 72 種となる。 
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表 今回調査で確認された調査対象種 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラン 
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（３）ツルラン、ガンゼキラン等の生育状況 
   ヤクシカが好むと言われているツルランやガンゼキラン等の大型ラン科植物に着目 

し、ヤクシカによる希少種への採食影響の把握を試みた。 
 対象種は、ツルラン、ガンゼキラン、キリシマエビネ、ダルマエビネ、トクサラン 
およびレンギョウエビネの６種とした。 

 
①確認地点数 

   第１回調査と今回調査での対象種の確認地点数を比較した。ツルランやダルマエビ 
ネは、確認地点数が２割程度減少した。 

 
表 大型ラン科植物の確認地点数 

種名 
確認地点数（全 54 地点中） 

H23・24 H28 減少率 

キリシマエビネ 1 1 0% 

ダルマエビネ 5 4 20% 

ツルラン※ 17 13 24% 

トクサラン 12 11 8% 

レンギョウエビネ 2 2 0% 

ガンゼキラン 12 12 0% 

計 49 43 12% 

※ツルランには、ツルラン？も含む。 

 
図 大型ラン科植物の確認地点数 
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②個体数 

第１回調査と今回調査での対象種の確認地点数を比較した。レンギョウエビネ以外

の種はいずれも個体数が減少した。第１回調査で個体数が多かったツルラン、ガンゼ

キラン、トクサランは、いずれも２割前後減少した。 
 

表 大型ラン科植物 の個体数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 大型ラン科植物の個体数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種名 個体数（計） 

H23・24 H28 減少率 

キリシマエビネ 6 3 50% 

ダルマエビネ 13 7 46% 

ツルラン 75 60 20% 

（ツルラン？） 11 1 91% 

トクサラン 111 85 23% 

レンギョウエビネ 3 3 0% 

ガンゼキラン 132 109 17% 

計 351 268 24% 
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   対象種の個体数の減少率とヤクシカの糞塊密度の推定分布を比較すると下図のよう

になる。南西部の糞塊密度の高い地域で対象種の減少率が高くなっている。しかし、

糞塊密度が低い地域で減少率が高い地点も見られる。 
 

図 大型ラン科植物の個体数の減少率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※第１回調査で 5 個体以上確認した地点を抽出。背景図は糞塊密度分布図（H26 調査、H27 補正）。 
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 ③対象種の全長 
   第１回調査と今回調査での対象種の全長の平均値を比較した。いずれの種も全長の 

平均値が８～20cm 程度減少し小型化している傾向が見られた。 
 

表 大型ラン科植 物の全長 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

※全長は各個体の最大葉長の平均とした 

 
 

図 大型ラン科植物の全長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種名 
全長の平均値※（cm） 

H23・24 H28 減少率 

キリシマエビネ 32.3 6.3 80% 

ダルマエビネ 30.2 17.0 44% 

ツルラン 29.8 25.2 15% 

（ツルラン？） 8.6 6.0 31% 

トクサラン 39.8 31.5 21% 

レンギョウエビネ 62.3 46.7 25% 

ガンゼキラン 40.3 29.4 27% 

平均値 36.6 28.7 22% 
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対象種の全長の平均値の減少率とヤクシカの糞塊密度の推定分布を比較すると下図のよ

うになる。糞塊密度の高低にかかわらず、南西部から南東部で対象種の小型化がうかがえ

た。 
 

図 大型ラン科植物の全長の減少率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※第１回調査で 5 個体以上確認した地点を抽出。背景図は糞塊密度分布図（H26 調査、H27 補正）。 
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